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この広報紙は、再生

紙を使っています。

　警
難

　真剣に受けていました／

　5月22日、NTT信越野球部OBによる野

球教室が行なわれ、野球スポーツ少年団が

ノックを受けたりボールの取り方を熱心に受

講していました。

麟　　　　餓
　　今月の主な紙面
交通死亡事故多発………………②～③

むらのあっちからこっちから……④～⑦

みんなの広場…・…………・…・………⑧

お知らせ…………………………⑧～⑨

青春してます・カレンダー……………⑩
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昨
年
一
年
間
は
、
過
去
二
十
年
間
で
最
高
の
十
四
人
の
交
通
死
亡
事
故
が
十
日
町
警
察
署
管

内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
に
入
つ
て
か
ら
現
在
ま
で
に
、
既
に
四
件
の
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
五
人
死
亡
。
二

十
四
時
間
を
経
過
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
含
め
ま
す
と
六
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
交
通
死
亡
事
故
に
は
村
内
住
民
の
か
か
わ
っ
て
い
る
も
の
が
三
件
あ
り
、
四
人
の
方
が

亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
三
月
に
「
わ
が
家
の
交
通
安
全
宣
誓
書
」
を
皆
さ
ん
か
ら
署
名
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
時
の
「
五
つ
の
誓
い
」
を
も
う
一
度
、
家
族
ぐ
る
み
で
話
し
合
っ
て
み
て
下
さ
い
。

　
墓
本
麹
繊
甜
欝
ほ

　
　
　
　
　
　
　
爾
慧
櫛
叢
轡
よ
う

　
十
日
町
警
察
署
管
内
に
お
け
る
平
成
五
年
の

交
通
事
故
は
、
発
生
件
数
、
傷
者
数
は
、
わ
ず

か
に
減
少
傾
向
を
示
し
た
も
の
の
、
死
者
数
は

平
成
四
年
に
比
べ
倍
増
し
、
昭
和
四
十
六
年
の

十
五
人
に
次
ぐ
過
去
二
番
目
の
多
発
と
な
り
ま

し
た
。
激
増
し
た
十
四
人
の
死
亡
事
故
に
つ
い

て
見
ま
す
と
、
第
一
の
特
徴
は
、
高
齢
者
（
6
5

歳
以
上
）
の
方
が
七
人
と
全
死
者
数
の
半
数
を

占
め
、
歩
行
中
、
横
断
中
に
被
害
に
遭
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
二
の
特
徴
と
し
て
は
、
加
害
者
、

被
害
者
と
も
地
元
の
方
々
で
あ
り
、
原
因
は
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
（
わ
き
見
、
安
全
不
確
認
）

に
よ
る
も
の
が
重
大
な
結
果
を
引
き
起
こ
し
て

い
ま
す
。

　
前
方
不
注
意
、
安
全
不
確
認
、
一
時
不
停
止

と
い
っ
た
基
本
的
な
ル
ー
ル
は
必
ず
守
り
ま
し

ょ
う
。

十日町警察署管内の事故発生件数の推移
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年　別 元 2 3 4 5
件　数 323 317 324 319 308

死者数 12 8 4 7 14

傷者数 363 377 376 369 354

　　　　　　　　　　五つの誓い

一
、
飲 酒運転、暴走運転など無謀な運転をしません、させません。

一
、
シートベルト、ヘルメットは必ず着用します。

一
、
交
差
点 では必ず一一時停止をし、安全を確かめます。

一
、
正 しい歩行と正しい横断に努めます。

一
、
交 通ルールと交通マナーの実践に努めます。
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こんな悲惨なことを絶対に

　　　　おこしてはならないのです。

日高の遺書
　昭和45年6月、北海道の日高の国道で、会社員（38歳）が酒酔

い運転で対向車と衝突。両者とも死亡する交通事故が発生しまし

た。この酒酔い運転者の家族には、妻（32歳）と5歳、3歳の子

供がいて、それまで明るい平和な生活を送っていた家庭は、事故

により一瞬に崩壊し、前途を悲観した妻は、警察署長宛に遺書を

残し、子供を道連れに自殺しました。これはその時の遺書です。

　私はもう生きてゆくこんきも力もなくなりました。

　署長様、ご承知のように私の夫も死にました。そして相手の人

も死にました。

　夫は自業自得でありましょうから如何ように責められてもしか

たありません。でも、あとに残った私と子ども2人にまでその責

任があるのでしょうか。

　私に財産がたくさんあれば、ご遺族の方の気の済むようビ弁償

したいと思います。いくらお金をあげたからと言って亡くなられ

た人の命を元通りにすることは出来ませんが……。

　でも私には何もありません。それでも将来家をたてるため貯金

していたお金が97万円程あったのでございます。それで私はこの

お金とテレビ、冷蔵庫、洗たく機、洋服だんす、時計、指輪、夫

の洋服等も売りました代金23万円と合せて120万円をお見舞金とし

まして、また夫の退職金をも全部差し上げる条件でご遺族の家に

持っていったのでございます。

　ご遺族のご両親は「こんな少額では納得できないからもっとお

金を出しなさい」と申します。私は「このお金が私の全財産でご

ざいますからこれ以上のお金を調達することは出来ません。」と幾

重にも私の事情を申し上げたのでございます。

　ご遺族のご両親は親戚回りをしても賠償金を出しなさいと申し

ます。でも、夫の親戚も私の親戚も決して余裕のある生活はして

いませんのでぼう大な金額を調達することはとうてい出来ないの

でございます。

　すると次は私に働いて毎月1万円ずつ弁償しなさいと申します。

　私のような学歴もなく手職もない人間に何万もする給料を払っ

てくれるところがありましょうか。たとえ就職することが出来ま

したところで、弁済金と家賃を払ってしまうと生活費にまでまわ

すことは出来ないのでございます。どうして親子3人生活すれば

よろしいのでしょうか。罪のない子供たちに生活だけは近所の子

供たちと同じようにしてあげたいと願うのは母として当然のこと

ではないでしょうか。

　子供たちは「お父さんどうしたの」「なぜテレビがなくなったの」

「テレビがみたい」とせがまれます。子供たちは今すやすやねむ

っております。これからお父さんのもとに行けるのも知らずに！

　署長さん、この小さな子供の命をうばう母をばかな女とおよび

ください。でも、子供を残したなら、あとの子供たちの生活を考

えるとあわれでなりません。親子3人でお父さんのもとにまいり

ます。

　ご遺族のご両親のおっしゃることは決してご無理なことではあ

りません。私の夫さえ、酒を飲まずに運転していたならば、決し

てご子息様を死なせずに済んだのでごぎいます。

　私と子供2人の命とひきかえに夫の罪をおゆる　　　’鱒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕾
しくださるよう、ご遺族のご両親様におとりはか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爵、罫
りくださいますようお願い申し上げます。　　　　馬　ぎ

“
家
庭
で
は
”

◎
車
を
運
転
し
て
き
た
人
に
は
、
酒
類
を
絶
対

　
出
さ
な
い
。

　
　
飲
酒
遙
簸
灘

　
　
　
　
　
　
　
懸
数
醗
よ
う
／

　
十
日
町
警
察
署
管
内
で
は
、
下
表
の
よ
う
に

非
常
に
飲
酒
運
転
が
多
い
で
す
。

　
平
成
五
年
に
は
、
百
八
十
八
人
が
検
挙
さ
れ
、

そ
の
内
、
十
二
人
は
中
里
村
の
住
民
で
す
。

　
飲
酒
運
転
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
で
正
常

な
運
転
が
で
き
な
く
な
り
、
重
大
事
故
と
な
る

可
能
性
が
極
め
て
高
い
も
の
で
す
。

　
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
次
の
こ
と
を

守
り
、
飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

睦
飲
食
業
者
は
肺

◎
車
を
運
転
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
お
酒
を

　
す
す
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
絶
対
に
や
め
ま

　
し
ょ
う
。

”
ド
ラ
イ
バ
ー
は
”

◎
飲
酒
運
転
の
危
険
性
、
責
任
の
重
大
性
を
認

　
識
し
、
「
飲
酒
運
転
は
、
絶
対
し
な
い
」
と
い

　
う
強
い
信
念
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

◎
「
飲
酒
し
た
と
き
は
、
絶
対
に
車
を
運
転
し

　
な
い
」
「
飲
酒
す
る
場
所
に
は
運
転
し
て
い
か

　
な
い
」
こ
と
を
肝
に
銘
じ
ま
し
ょ
う
。

◎
酒
類
の
で
る
会
合
に
は
車
で
「
行
か
な
い
」

　
「
行
か
せ
な
い
」
こ
と
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

十日町警察署管内における
（人） 飲酒運転検挙者数の推移
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「
ま
さ
か
自
分
が
」
「
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
飲
ん

で
も
大
丈
夫
」
の
安
易
な
気
持
ち
が
悲
し
い
結

果
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
事
故
が
お
き
た
場
合
、
加
害
者
も
家
庭
の
一

員
で
あ
り
、
被
害
者
も
ま
た
家
庭
の
人
で
あ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
家
庭
こ
そ
交
通
安
全
の
母
体
の
原
点
で
す
の

で
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
絶
対
に
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
遭
わ
な
い

こ
と
を
誓
い
合
い
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く

し
ま
し
ょ
う
。

広報なかさと 平成6年6月10日
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「
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ
ビ
ー
奨
励
金
』
第

　
村
が
、
出
生
の
増
加
と
子
供
の
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
4
月
1
日
よ

り
第
3
子
以
降
の
子
を
出
産
さ
れ
た

お
母
さ
ん
に
支
給
す
る
「
ウ
ェ
ル
カ

ム
ベ
ビ
i
奨
励
金
」
の
第
一
号
は
小

出
の
桑
原
昌
子
さ
ん
で
し
た
。

　
桑
原
清
・
昌
子
さ
ん
夫
妻
に
第
三

子
が
誕
生
し
た
の
は
、
5
月
2
1
日
㈹

で
長
女
の
「
泉
」
ち
ゃ
ん
。

　
清
・
昌
子
さ
ん
夫
妻
に
長
女
の
誕

生
と
奨
励
金
第
一
号
の
感
想
を
聞
く

と
「
上
の
二
人
が
男
の
子
な
の
で
、

女
の
子
が
ほ
し
い
な
あ
ー
と
二
人
で

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
願

一
号
は
小
出
の
桑
原
昌
子
さ
ん

い
が
か
な
っ
て
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。　
ま
た
、
第
一
号
の
奨
励
金
十
万
円

を
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
二
重

の
よ
ろ
こ
び
で
す
。
奨
励
金
は
、
子

供
の
成
長
の
た
め
に
有
効
に
活
用
し

ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

すこやかに育ってね

　「泉」ちゃん

、

　
よ
獣
　
　
▽

蓼
い
〉

ノ㌧ごへ
￥

、噛”鴨剛

子
や
ぎ
「
ピ
ッ
チ
』
ち
ゃ
ん
入
学
式

　
5
月
1
8
日
㈱
、
倉
俣
小
学
校
で
新

入
生
、
子
や
ぎ
「
ピ
ッ
チ
」
ち
ゃ
ん

（
生
後
四
十
日
）
の
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
子
や
ぎ
の
入
学
式
は
、
昨
年
に
続

き
、
二
回
目
。

　
今
年
の
入
学
式
で
は
、
倉
俣
小
学

校
1
・
2
年
生
の
先
輩
と
倉
俣
保
育

所
4
・
5
歳
児
の
園
児
た
ち
が
歓
迎

し
、
記
念
撮
影
や
児
童
、
生
徒
た
ち

に
よ
る
歌
と
踊
り
の
歓
迎
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ピ
ッ
チ
ち
ゃ
ん
と
の
遊
び

で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
か
け
っ
こ
し
、

追
い
越
し
た
り
、
追
い
越
さ
れ
た
り

し
な
が
ら
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
式
の
最
後
に
ピ
ッ
チ
ち
ゃ
ん
へ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
は
、
ク
ロ
ー
バ
ー
で

つ
く
っ
た
首
か
ざ
り
を
児
童
か
ら
首

に
か
け
て
も
ら
う
と
早
々
に
食
べ
て

し
ま
う
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
お
き

て
い
ま
し
た
。

　
倉
俣
小
学
校
で
は
校
舎
の
北
側
に

「
動
物
ラ
ン
ド
」
が
あ
り
、
ア
ヒ
ル
、

ニ
ワ
ト
リ
、
ウ
サ
ギ
を
飼
育
し
て
い

ま
す
が
新
し
い
仲
間
に
児
童
は
大
変

よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。



「
テ
レ
太
君
の
野
球
教
室
』
が
開
催
さ
れ
る

　
5
月
2
2
日
⑲
、
五
月
晴
れ
の
も
と

「
第
一
回
N
T
T
オ
レ
ン
ジ
エ
ー
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
テ
レ
太
君
の
野
球
教

室
」
が
中
里
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
を
会

場
に
中
里
村
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

六
十
三
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
野
球
教
室
は
N
T
T
六
日
町

支
店
が
ス
ポ
ー
ッ
学
年
の
育
成
及
び

地
域
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　
社
会
人
野
球
N
T
T
信
越
硬
式
野

球
部
O
B
が
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
た
実
戦
さ
な
が
ら
の
実
技
指
導
に

参
加
し
た
児
童
は
、
暑
さ
も
忘
れ
熱

心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

一
一
十
一

一
種
類
の
野
鳥
が
確
認
で
き
た
よ

　
5
月
2
2
日
㈹
の
早
朝
、
瀬
戸
渓
谷
、

村
道
重
地
小
出
線
で
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
が
お
こ
な
わ
れ
、
三
十
名
の

参
加
者
が
双
眼
鏡
を
片
手
に
「
あ
れ

は
何
と
い
う
鳥
」
「
こ
の
声
は
、
ど
こ

か
ら
聞
こ
え
て
る
」
と
、
小
さ
な
声

で
言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら
野
鳥
を
探

し
た
り
、
観
察
に
熱
中
し
て
い
ま
し

た
。　
こ
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
は
、

次
に
あ
げ
る
三
十
二
種
類
も
の
野
鳥

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は

い
く
つ
知
っ
て
い
ま
す
か
。

「
1
1
璽
1
6
，
1
1
ー
ロ
ー
I
l
I
l
陛
昼
，
l
I
I
匠
－
一
ー
I
l
I
ー
ロ
ロ
ー
1
1
一
9
1
唇
I
l
I
1
1
－
I
l
I
ー
ロ
ー
ロ
ー
掴
l
I
l
I
l
聖
ロ
一
1
1
0
1
0
0
1
量
，
医
I
I
I
ー
一
I
I
ー
ロ
ー
一
酢
I
I
I
I
I
一
I
I
I
I
一
ー
一
I
I
ー
ー
ロ
ー
9
8
1
1
8
8
薗

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…
◎
今
回
確
認
さ
れ
た
野
鳥

…
ア
オ
サ
ギ
、
カ
ル
ガ
モ
、

一
曹

イ
タ
カ
、

ジ
バ
ト
、

ウ
ビ
ン
、

ツ
パ
メ
、

ウ
ク
イ
、

　
　
　
　
　
　
ト
ビ
、
ハ

サ
シ
バ
、
ヒ
ク
イ
ナ
、
キ

ホ
ト
ト
ギ
ス
、
ア
カ
シ
ョ

ア
オ
ゲ
ラ
、
ヤ
マ
ゲ
ラ
、

キ
セ
キ
レ
イ
、
サ
ン
シ
ョ

カ
ワ
ガ
ラ
ス
、
ク
ロ
ツ
グ

ミ
、
ヤ
ブ
サ
メ
、
ウ
グ
イ
ス
、
キ
ビ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

タ
キ
、
オ
オ
ル
リ
、
コ
サ
メ
ビ
タ
キ
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
メ
ジ
ロ
、
ホ
ウ
ジ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ
、
ノ
ジ
コ
、
ア
オ
ジ
、
カ
ワ
ラ
ヒ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
、
イ
カ
ル
、
ム
ク
ド
リ
、
カ
ケ
ス
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
、
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
…

ス
　
　
　
　
・
　
　
以
上
三
十
二
種
。
　
皿

r
息
－
畢
1
ー
肛
5
0
匹
－
匠
ー
匹
－
匿
［
［
1
［
一
匠
［
暫
ー
ー
8
卜
－
陰
匹
『
1
一
酔
－
陰
‘
昼
O
駿
1
『
5
聲
，
臣
［
匹
膨
『
ー
肚
匡
［
匹
ー
1
『
匪
『
1
［
｝
『
咋
『
匹
ー
｝
1
量
ー
匹
一
置
ー
し
匹
匹
1
｝
［
匠
ー
レ
匹
匿
且
君
巳
ー
1
唾
a
町
－
塵
5
除
臥
『
陰
8
1
ー
甑
町
陰
畠

「
村
内

一
斉
清
掃
」
こ
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

拾
つ
た
ゴ
ミ
＝
一
・
七
t
、
ト
ラ
ツ
ク
4
0
台
、
参
加
集
落
3
7
集
落

　
世
界
環
境
デ
ー
の
6
月
5
日
「
村

内
一
斉
清
掃
」
が
行
な
わ
れ
、
早
朝

か
ら
各
集
落
の
人
た
ち
が
袋
を
片
手

に
、
川
、
山
林
、
道
路
わ
き
な
ど
に

捨
て
ら
れ
た
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
み
は
、
．
春
と
秋
の
2
回

村
民
の
協
力
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
今
、
各
地
で
環
境
間
題
が
叫
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
一
人
一
人
が
ど
う
し

た
ら
ゴ
ミ
が
減
ら
せ
る
か
も
う
一
度

考
え
て
み
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切

と
思
う
一
日
で
し
た
。

　
皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。

灘
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「
声
の
出
し
か
た
」
を
演
劇
で
勉
強
し
ま
し
た

　
6
月
2
日
㈲
、
田
沢
小
学
校
で
劇

団
、
民
話
芸
術
座
に
よ
る
、
演
劇
「
杜

子
春
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
演
劇
が
始
ま
る
前
に
、
人
と

話
し
を
し
て
い
て
も
「
は
っ
き
り
言

え
な
い
」
「
は
っ
き
り
答
え
ら
れ
な
い
」

と
い
う
子
供
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
「
演
劇
教
室
」
も
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
祖
父
母
学
級
も

行
な
わ
れ
て
お
り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
演
劇
教
室

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
演
劇
教
室
」
で
は
、
劇
団
員
か

ら
人
前
で
何
か
を
す
る
と
き
に
は
、

誰
で
も
緊
張
し
た
り
、
は
っ
き
り
も

の
が
言
え
な
か
っ
た
り
し
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
の
無
い
よ
う
に
首
、

手
、
腰
、
足
な
ど
を
一
緒
に
動
か
す

「
コ
ン
ニ
ャ
ク
体
操
」
を
教
え
て
も

ら
い
全
員
で
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
児
童
四
人
と
先
生
一
人

が
代
表
で
声
の
出
し
か
た
を
、
「
ゆ
っ

く
り
」
「
は
っ
き
り
」
「
た
っ
ぷ
り
」

と
教
わ
り
、
「
杜
子
春
」
の
一
場
面
の

朗
読
を
行
な
い
練
習
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
は
、
な
か
な
か
声
が
出
な

か
っ
た
よ
う
で
し
た
が
最
後
に
は
、

は
っ
き
り
と
声
が
出
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
児
童
の
四
人
を
代
表
し
て

六
年
の
上
原
雅
代
さ
ん
は
、
演
劇
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
劇
団
員
か
ら

メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
し
て
い
た
だ
き
演
劇

に
出
演
し
ま
し
た
。

精

一
杯
頑
張
り
ま
し
た

中
魚
沼
郡
青
年
大
会

　
6
月
5
日
㈹
、
川
西
町
を
会
場
に

第
四
十
二
回
「
県
青
年
大
会
中
魚
沼

郡
予
選
会
」
が
開
催
さ
れ
、
野
球
、

バ
レ
i
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
村
か
ら
は
、
野
球
、
男
女
の
バ
レ

i
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
出
場
し
て
、

健
闘
し
て
い
ま
し
た
。
結
果
は
と
も

あ
れ
、
精
一
杯
健
闘
し
た
青
年
に
拍

手
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

　
来
年
は
、
必
ず
良
い
成
績
を
上
げ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◎
野
球

　
一
位
　
川
西
町

　
二
位
　
津
南
町

　
三
位
　
中
里
村

津
南
戦
で
は
、
得
点
に
大
差
は
、

つ
い
た
も
の
の
随
所
に
フ
ァ
イ
ン
プ

レ
ー
が
出
て
い
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　

灘鐵・轟窪謹鞭雛．難
描轟麟嚢灘嚢霧
　　　ナイスバッティング！

◎
バ
レ
ー
（
男
子
）

一
位
　
津
南
町

二
位
　
中
里
村

三
位
　
川
西
町

　
「
惜
し
か
っ
た
」
津
南
戦
と
の
好

ゲ
ー
ム
に
勝
っ
て
い
た
ら
、
も
う
少

し
で
県
大
会
に
出
場
で
し
九
。

　
う
ー
ん
残
念
！

きまったカ￥…？



沖縄県
　　　なか　さと　そん

比嘉の一本松は￥仲里村の天然記念物に指定されている幾つか

のリュウキュウマツのなかでも、枝振りがすばらしい大きな老木

です。

このリュウキュウマツは、村の中央部を走る久米島一周道路（県

道173号線）の字比嘉から字上阿嘉へ抜ける県道より、かなり奥に

入った農道のすぐそぱに生えており￥一帯は丘状になっています。

この地域の古老によると、昔、このリュウキュウマツが生えてい

る前万には小さな農道があり、農作業の盛んな時期は．野良仕事

に行く途中や仕事の帰りなど必ず一本松の下に立ち寄り￥ユンタ

ク（世間話）をしながら労をねぎらう農民たちの姿がよくみられ

たとのことです。

1955（昭和30）年には￥在那覇郷友会からのケンチブロ・．ソク寄

贈で．士砂くずれを防ぐために一本松のまわりをブロック塀で取

り囲み、リュウキュウマツの保護に努めたといわれています。そ

れ以来、ずっと保護され￥現在でも老人クラブによる清掃作業が

行われています。

◎
バ
レ
ー
（
女
子
）

　
一
位
　
津
南
町

　
二
位
　
川
西
町

　
三
位
　
中
里
村

　
一
回
戦
で
は
、
み
ん
な
が
緊
張
し

て
い
た
せ
か
動
き
が
思
う
よ
う
に
い

か
な
か
っ
た
み
た
い
。

　
で
も
、
ナ
イ
ス
プ
レ
ー
も
あ
っ
た

ん
で
す
。

ナイス！レシーフ

監督から“ゲキ”が…？

　　，『妻有盆唄』盆踊り講習会
単里村芸能協会で獄蔑苓記麟鱗り各地区でF妻有盆唄劉盆踊り講習会

を開儲験たしますので、・大勢の皆さんの参加をお願いじます。

今年の盆踊りには欠かせな麟踊り健なりまずよ！

地区名 日　　　時 会　　　　場

田沢地区
　6月13日（月）

（PM8：00～9：30）
中里村民体育館

高道山地区
　6目14日（刈
（PM8：00～9二30）

高道山小学校

清津峡地区
　6目20日（月）

（PM8：00～9二30）
清津峡小学校

貝野地区
　6月24日働
（PM8：00～9二30）

貝野多目的センター

倉俣地区
　6目27日（月）

（PM8：00～9：30）
倉俣生活改善センター

　「妻有盆唄3のカセ・鎌鱗テーブも販売しております。

ごの撚萎i有盆唄」は、村と中璽村芸能協会が共周で作成したものです。

購入希望の萢は、下記で叡り扱っておりますので悶合せください。

　◎価格4，000円
　◎販売先　中里村役場開発課

　　　中里村芸能協会

　
各
町
村
一
勝
一
敗
の
す
ば
ら
し
い

ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
得
点
で
も
う
少
し
頑
張
っ
て
い
た

β
つ
・
：
：
・

　
「
お
し
い
」
の
一
言
！

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
一
位
川
西
町

　
二
位
津
南
町

　
三
位
中
里
村

フリースロー懸きまった！！”
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

猫

「
小
松
猿
灘
原
繕
セ

た
ず
糠
纐
麗
毒
難
死
か

　
新
潟
県
自
然
環
境
保
全
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
小
松
原
湿
原
に
高
山

植
物
を
た
ず
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

目
時
　
7
月
3
日
㈲

　
　
　
　
午
前
8
時
役
場
前
集
合

　
　
　
　
午
前
8
時
3
0
分
出
発

　
　
　
　
午
後
3
時
3
0
分
役
場
前
着

場
所
小
松
原
湿
原

内
容
各
班
ご
と
に
、
自
然
観
察

　
　
　
　
指
導
員
と
一
緒
に
湿
原
を

　
　
　
　
散
策
し
、
日
頃
目
に
す
る

　
　
　
　
こ
と
の
で
き
な
い
植
物
を

　
　
　
　
観
察
す
る
．

申
込
み
　
中
里
村
観
光
協
会
事
務
局

　
　
　
　
（
役
場
開
発
課
）
ま
で

締
切
り
　
6
月
2
4
日
㈹

持
ち
物
　
昼
食
、
飲
食
、
雨
具
、
軍

　
　
　
　
手
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
持
っ

　
　
　
　
て
い
る
方
は
、
双
眼
鏡
、

⑭

　
ん
お
て
ま
で
し

灘
讐
識
測

　
口
　
　
　
　
た

沢
　
の
　
し
　
よ
と
．

田
樋
う
ま
　
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
こ

　
　
　
ず
な

　
　
　
　
す

　
　
　
ま
と

　
　
　
　
ち

　
　
　
の
だ

　
　
　
こ
も

　
　
　
　
と

　
　
　
　
図
鑑
、
ル
ー
ぺ
等
）

服
装
長
袖
シ
ャ
ツ
、
ズ
ボ
ン
、
長

　
　
　
　
ぐ
つ
（
荷
物
は
、
リ
ユ
ッ
ク

　
　
　
　
に
入
れ
両
手
が
あ
く
よ
う

　
　
　
　
に
）

「
垂
麓
欝
鐵
薪
…

か
綴
灘
騰
祭
綴
雛

　
　
　
．
蕎
纐
蕎
馨
繋
〃

　
歌
唱
力
を
競
う
だ
け
で
な
く
演
技

力
や
ユ
ニ
ー
ク
さ
も
表
彰
の
対
象
と

な
る
楽
し
い
大
会
で
す
。
気
軽
な
気

持
ち
で
参
加
申
込
み
く
だ
さ
い
。

目
時
7
月
1
0
日
㈲
午
後
1
時
3
0

　
　
　
　
分
～
午
後
4
時

会
　
場
　
ユ
ー
モ
ー
ル

表
彰
歌
唱
賞
、
熱
演
賞
、
ユ
ニ

　
　
　
　
ー
ク
賞
、
努
力
賞
、
特
別

　
　
　
　
賞

申
込
み
　
6
月
1
5
日
㈱
ま
で

定
員
二
十
五
名
（
先
着
順
）

申
込
先
　
中
里
村
公
民
館
（
エ
ン
ジ

⑭　
蝕

歳
女
ん
長
樋
腰
子
温
　
朋
　
志
吉
広

　
　
　
　
ヨ
イ
か
ら
お
け
祭
り
実
行

　
　
　
　
委
員
会
）
ま
で

ア
鑓
醗
蒙
繕
調
渣
に
ご

協
力
賃
灘
願
雛
繊
誓
す

　
平
成
6
年
4
月
か
ら
、
十
日
町
市
、

川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
、
松
代

町
、
松
之
山
町
（
十
日
町
地
域
広
域

市
町
村
圏
）
は
、
お
互
い
に
協
力
し

あ
い
な
が
ら
、
　
一
緒
に
広
域
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
基
本
的
な
計
画
（
広
域
圏

計
画
と
い
い
ま
す
）
を
新
た
に
つ
く

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
つ
い
て
は
、
こ
の
計
画
が
皆
様
の

意
見
を
十
分
反
映
し
た
も
の
に
す
る

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い

’
た
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
二
十
歳
以
上
の
地

域
住
民
の
中
か
ら
三
千
人
（
中
里
村

で
は
三
百
人
が
対
象
）
を
無
作
為
に

ち
て
子
す
や
も
こ
ム
ロ
気
も

　
し
の
ま
ち
ろ
ん
　
　
ろ

　
を
女
　
　
こ
さ
取
で
こ

　
　
　
　
て
　
と
　
　
　
　
と

　
ま
り
し
　
　
　
お
　
　
と
の

　
の
だ
り
　
強
が
さ
こ
し

好
ん
　
だ
　
　
　
ん
　
の
む

　
や
遊
　
好
気
や
お
と
　
す

　
ち
で
遊
大
か
ち
る
る
泣
で

物
い
車
で
が
な
　
　
　
　
う

　
こ
　
形
ん
　
こ
て
て
面
そ

　
お
や
人
さ
な
お
し
し
反
だ

ン
　
　
ち
く
　
　
　
　
　
こ
こ

　
ん
　
し
お
ま
り
つ
つ
強

　
や
お
ら
　
ん
あ
だ
　
の
あ

選
び
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
住
民
の
代

表
と
し
て
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
該
当
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
大
変
ご

多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

週
蕪
慶
欝
国
民
年
金

未
納
際
朦
糠
礒
卑
胡

に
納
滅
叢
鑑
灘
鐵
…
㎜
・

　
平
成
四
年
五
月
分
か
ら
平
成
六
年

三
月
分
ま
で
の
保
険
料
で
、
納
め
忘

れ
て
い
た
期
間
に
つ
い
て
の
納
付
書

が
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
六

月
中
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
未
納
保
険
料
は
、
二
年
を
経
過
し

ま
す
と
時
効
に
か
か
っ
て
納
め
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
多
く
な
り
ま
す
と
、
老
後
の
支

え
と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
万
一
の
場
合
の
障
害
基

職箪！，・群”蔑演縛

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
も
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
納
付
書
に
記
入
さ
れ
て
い
る
納
付

期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
二
か
月
以
上
の
未
納
期
間

の
あ
る
人
は
｝
か
月
分
づ
つ
分
割
納

付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
分
割
納

付
書
を
希
望
す
る
場
合
や
、
ご
相
談

が
あ
る
と
き
は
、
六
日
町
社
会
保
険

事
務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

盈
0
2
5
7
1
7
0
－
2
2
1
1

児
嚢
灘
螢
灘
翻
幅
セ

忘
れ
嚇
耀
灘
、
．

　
既
に
該
当
者
に
は
、
提
出
書
類
を

発
送
済
み
で
す
が
6
月
3
0
日
が
提
出

期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
忘
れ
ず

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
添
付
書
類
の
「
年
金
加
入

証
明
」
が
提
出
期
限
ま
で
に
間
に
あ

わ
な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
申
し
出
て

「
現
況
届
」
の
み
先
に
提
出
し
て
く

8



案／桑原昌清子長女｝小出

憲｛宮崎碧，責長女｝西方

明
代
崇
里
樹
子
一
子
司
子

　
　
　
加

裕
照
　
由
秀
純
正
博
　
裕

川
鳥
口
吉
島
沢
山
野
澤
川

之
井
羽
樋
日
太
中
村
鐙
石
荒

｛
　

｛
　

｛
　

｛
　

｛

山　崎
新屋敷
朴木沢
東京都
芋川新田

十日町市

田　沢
東田尻
田　中
茨城県

樋ロイク（87）朴木沢
阿部耕藏（68）新屋敷
瀧澤仁志（26）角間
樋口　聰（62）通り山
吉楽正司（68）上山
武田貞治（87）山崎
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

だ
さ
い
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

10

月
期
の
児
童
手
当
の
支
払
が
ス
ト

ッ
プ
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
み
磁
鰍
灘
園
踊

　
　
　
　
　
　
基
溝
…
案
内

目
時
6
月
2
3
日
㈲

　
　
　
　
午
前
9
時
4
0
分
か
ら

会
　
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容
　
・
午
前

　
　
　
　
　
各
ク
ラ
ブ
活
動

　
　
　
　
・
午
後

　
　
　
　
　
全
体
学
習

　
　
　
　
　
懐
し
の
童
謡
を
歌
う

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
の
踊
り

「
法
務
総
職
鵜
談
所
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
．
欝
設

　
相
続
、
土
地
、
金
銭
上
の
問
題
や

◎住民健康診査・結核検診（30歳～69歳まで〉

　6月15日・16日・17日　総合センター
　（受付）9：00～10：30・13：00～14：30

◎妊婦健診・母親学級
　6月24日　上村病院産婦人科
　妊婦健診（受付）13：00～13：30、

　母親学級（内容〉妊娠中の保健
◎乳幼児健診

　6月10日　1歳半児健診
　　　　（H4．8。1～4．11。30生）
　保健センター　13：00～13：30受付
、◎日本脳炎

　6月13日　保健センター
　14：00～15：00
◎麻しん

　6月20日・21日・24日　保健センター
　14：00～14：30
　（H3、12．1～H4．12．31生・生後18～72か月

　の末接種者）
　上記の各種健診、予防接種の詳しい内容につ
嶺ては、健康カレンダーを参照ください。

名
誉
・
信
用
の
侵
害
等
の
人
権
問
題
。

　
ま
た
児
童
・
生
徒
間
に
お
け
る
「
い

じ
め
」
の
問
題
で
お
悩
み
の
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。

　
秘
密
は
、
厳
守
さ
れ
ま
す
。

目
時
　
6
月
2
4
日
㈹
午
前
1
0
時
か
ら

　
　
　
午
後
3
時
ま
で

会
場
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
i

国道353号線交通規制

5月41臼～7月31臼まで
　44：00～41：40‘
　13二〇5～り3：45
　15：り○～45：50
（上記時間は、通行不可時間）

※日躍臼、祭臼は規制あり

　ません。

公共下水道工事に伴う交通規制について
国道鱈7号線の芋沢、田沢、如来寺地内が公共下水道工事に伴い、下図のような交通、

規制となります。

センターラインの移動で車道部分が狭くなったり、片側交互通行が行なわれ、ご迷

惑をおかけいたしますが、通行の際には徐行するなど十分注意してください。・

●工事期間（交通規制区間）　5月31目～9月17日

交通規制図

片側交互通行部分
車道狭幅部分（対面通行）
（ただし、部分的に片側交互通行あり）

］レ4
□ 七

川

］000口

　巳』』

　上山

如来寺

芋沢

∵
“
∴
「
1

　
●
●
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●
●
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…
…
…
□
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●
●
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●

●
●
●

●
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●
●

　
●
●

●
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●
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●

　
●
●

●
●

●
●
●

●
●

●
●
●

曹
●
●

●
●
●

●
●

　
●
●

●
●

　
0
●

　
●
●

●
●
●

　
●
●

●
●
●

　
●
●

●
●
●

　
●
●

●
●
●

　
●
●

●
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●
●

●
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●

　
●
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…
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国道117号線

至十日町市

口
U
［

□□ 田沢

水
沢
川

9 広報な：かさと　　　平成6年6月10日



藤田順子1さん
集落宮中

青春してます
　6月10日～6月26日

カレンタ“一
昭和48年9月24日生まれ　20歳

10働

1歳半児健診　合保健センター

013：00～13：30受付

心配ごと相談日（藤田義一）　合デイサービ

スセンター　（D13：30～16：00、

11ω
文化講演会　合総合センター　（D20：00～

少年野球大会　合田沢小学校グラウンド

親子ふれあい教室　倉清田山自然運動公園

（Dg：30～15：00

上越教育大学吹奏楽団　合ユーモール

（D14：00～15：00

13（月）

14㈹

15㈱ 住民健康診査・結核検診　合総合センター

16休） 住民健康診査・結核検診　倉総合センター

17樹
住民健康診査・結核検診　倉総合センター

心配ごと相談日（山田虎一）　合デイサービ

スセンター　（D13：30～16：00

18（土）

20（月） 麻しん　倉保健センター」（D14：00～14：30

21㈹ 麻しん　合保健センター　（D14：00～14：30

22ωO

23休） みのり学園　合総合センター　（D9：40～

24働

麻しん　合保健センター（D14：00～14：30

妊婦健診・母親学級　合上村病院産婦人科

（D13：00～13：30受付

心配ごと相談日（村山篤稔）　合デイサービ

スセンター　（D13：30～16：00

行政相談日　合老人福祉センター

013：30～16：00

法務総合相談日　老人福祉センター

（D10：00～15：00

25ω

※変更する場合があ鯵ます、御駕の際は確認を

　　　　　　　おねがいします。

星座天秤座

スギ ユリ

血液型A型
身長158cm
順子さんは、十日町市の福田組

にお勤めです。スポーツが大好き

な順子さんは、テニス、バレー、

バスケットと何でもこなしてしま

う運動神経バツグンな女性です。

スポーツのほかに趣味は何、と

の問いに「アイロンかけ」！と答え

た順子さんでした。

そして、順子さんからの伝言で

「一緒にバスケットをやってくれる

女の子いませんか」とのことです。

最後に恋人は、「募集中です。」

懸鰻鞭灘

饗君伽宗
や
村
ゆ
面
穿　

　
　
ム
　

　
　
03
町

　
　
齢

　
　
6
8
H

　
　
費
σ

　
　
所

　
　
療

　
　
診

　
　
町

　
　
西

　
　
」
　
⑳
㊧津南病院鷺南珊
⑳㊥山・医院禅箭謝

⑳上村病院響車糊
㊧富田医院鷺謂1

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
五
月
か
ら
六

月
に
か
け
て
こ
の
時
期
、
皆
さ
ん

は
農
繁
期
で
大
忙
し
だ
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
の
時
期
に
入
り
、

う
っ
と
う
し
い
日
が
続
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
体
に
は
、
十
分
注
意

し
て
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

▼
悲
惨
な
交
通
死
亡
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
が
、
六
月
は
梅
雨
の

時
期
に
入
り
肉
体
的
・
精
神
的
に

不
快
感
を
覚
え
る
時
期
と
な
り
ま

す
。
雨
の
日
は
、
歩
行
者
は
前
方

が
見
え
な
い
よ
う
な
傘
の
さ
し
方

は
や
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
路
面

が
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
安
全
速
度
で
走
り
、
悲
惨
な
交

通
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。
⑱

㌧翻瓶…
，・観醜
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～

●

　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

数
　
ロ

件
　
ゼ

故
者
者
故

事
　
事

通
　
亡

交
死
傷
死

●
●
●
●

7件

0人

7人

565日

5月末現在
（）は前月比

人ロ男3，327人（一4）女3，345人（＋5）計6，672人（＋1）　世帯数1，638（一1）
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